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ミドリ鮭川工業株式会社 
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エコアクション２１ 環境経営システム 
 

ミドリ鮭川工業㈱ 環境方針 

 

基本理念 

 ミドリ鮭川工業㈱はミドリ安全グループの一員として、地球環境保全が地球全体のための重要

課題であると認識し、グループの企業活動のすべての領域において地球環境の保全の向上に配慮

し、行動します。  

 

環境方針 

 ミドリ鮭川工業株式会社は、以下のことを約束する。 

① 安全靴・作業靴及び関連部品の製造活動にふさわしく、その事業のもたらす環境負荷を低減

するための適切な環境経営活動を行う。 

② 環境関連の法規制及び当社が認めるその他要求事項を遵守する。 

③ 環境マネジメントシステムを構築し、継続的な改善を行う。 

④ 環境に対する汚染を予防する。 

⑤ 継続的な改善を確かなものにするため、環境教育を行う。 

⑥ 環境マネジメントシステムへの取組みを全従業員に対し周知させる活動を行う。 

⑦ 具体的には、以下の方針を実行する。 

（事業活動の環境管理） 

(1) 製造工程で使用するエネルギーの削減 

(2) 製造工程で使用する原材料の削減 

(3) 製造工程で排出するウレタン等廃棄物の削減 

(4) 事業所で使用する水使用量の削減 

(5) 製造工程における化学物質の適正使用と管理 

(6) 事業所で使用する事務用消耗品のグリーン購入 

(7) 事業所内の緑化推進と美化清掃活動実施 

 

令和元年８月２１日     

 

 

 

 

 

 

 

ミドリ鮭川工業株式会社 

  三縞 浩二   代表取締役 
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事業活動の概要 
 

Ⅱ．ミドリ鮭川工業株式会社環境活動レポート 

 当社は、労働安全衛生用品を生産・販売するミドリ安全グループのフットウェア生産工場として

ミドリ安全より受注し、製品を納入している。当社はミドリ安全グループ環境方針に基づき、自

らの事業活動に伴う環境影響を管理するとともに、自社に関わるグループの環境目的・目標に従

って、継続的改善活動を行う。 

2017 年 5 月にミドリ鮭川工業株式会社に商号を変更し、現在は本社（鮭川村）と東根事業所（東

根市）の 2事業所で活動している。 

尚、ミドリ安全はＩＳＯ１４００１を取得し、環境管理活動を行っている。 

 

① 事業所名： ミドリ鮭川工業株式会社  代表取締役    三縞 浩二 
                        取締役工場長   鎌田  弘  
 

② 所 在 地  

本   社   ： 〒999-5201 山形県最上郡鮭川村大字京塚字糀野１６４７番の１ 

東根事業所： 〒999-3702 山形県東根市温泉町三丁目１３番１号 

 

③ 環境保全関係の責任者： 庄司 宏 

           担当者：  矢口 真之 

           連絡先： TEL ０２３３（５５）３０２８ 

FAX ０２３３（５５）３２７５ 

 

  ④事業の内容 

（１） 靴の製造 

（２） 皮革製品の製造 

（３） 前項に付帯する事業 

 

⑤事業の規模 

活 動 規 模 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 単 位 

従 業 員 数 ９８ ９８ ９８ 人 

床  面  積 ４，３７７ ４，３７７ ４，３７７ ㎡ 
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⑥環境管理組織体制 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施体制】 役割・責任及び権限 

 

(ⅰ)代表取締役社長 

・環境管理責任者を任命し、実施体制を構築する。 

・「EMS」の構築・運用・維持に必要な経営資源を準備する。 

・「EMS」の構築・運用に関する情報を収集し、方針・目標をはじめ、システム全体の見直しを 

 行い、必要であれば是正を指示する。 

 

(ⅱ)取締役工場長 

・社長は工場長を社長代行とし、社長の責任と権限を工場長に委任する。 

 

(ⅲ)環境管理責任者 

・工場長は環境管理責任者に総務次長を任命する。 

・工場長の委任により「EMS」を確立・実行・維持する。 

・環境管理事務局を任命する。また、各従業員の役割分担を決定する。 

・「EMS」の実施結果を工場長に報告し、見直しのための情報として提供する。また、是正指示が 

 あれば実施し、報告する。 
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(ⅳ)環境管理事務局 

・環境管理責任者は環境管理事務局に総務課を任命する。 

・工場長及び環境管理責任者を補佐し、全社員による「EMS」の運用と改善を推進する。 

 

(ⅴ)TPS 改善事務局 

・環境管理事務局とともに、環境活動に関する是正処置及び予防処置の活動の中枢として 

 事業所内の改善活動を推進する。 

 

(ⅵ)部門長 

・自己の管理範囲内において、全社員による「EMS」の運用及び管理に責務を負い、部門内の 

 担当者の選任・必要な教育・訓練、パフォーマンスの向上を図る。 

 

(ⅶ)従業員 

・自らの役割分担を実施する。 
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 環境目標とその実績  
 

2016 年度の本社と東根事業所の合計実績を基準として、2019 年度までに 3%削減する事を目標に

これまで活動を進めてきました。実績が纏まった 2019 年度の結果を踏まえて新たな基準とし、 

年 1％削減を目標に 2022 年度までに 3%の削減を目指して下記の通り目標を設定しています。 

※目標値の電力の二酸化炭素排出係数は環境省公表（令和 2年 1月 7日）の 2018 年度実績による 

係数（0.523kg-co2/kwh）に 2020 年度からの目標設定において見直し採用。 

基準となる自社の 2019年度実績も、上記環境省 2018年度実績による係数に置き換えた上目標を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 単位 

単年度目標 中長期目標 

2019 年度 

実 績 

2020 年度 

目 標 

2021 年度 

目 標 

2022 年度 

目 標 

エネルギー総投入量 ＭＪ 17,729,282 17,551,989 17,374,696 17,197,403 

二酸化炭素排出量 ㎏-Co2 966,092 956,431 946,867 937,398 

廃棄物等総排出量 ㎏ 288,887 285,998 283,109 280,220 

廃棄物等最終処分量 ㎏ 31,436 31,121 30,807 30,492 

水資源投入量（上水道） ㎥ 1,472 1,457 1,442 1,427 

化学物質の取扱量 ㎏ 178,407 176,622 174,838 173,054 

化学物質の排出量 ㎏ 13,329 13,195 13,062 12,929 

洗浄剤の回収率 ％ 47.0 47.4 47.9 48.4 
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項    目 
単 

位 

2021 年度 

目 標 実 績 評 価 

 エネルギー投入量  

エネルギー総投入量 ＭＪ 17,374,696 19,015,110 × 

温室効果ガス排出量（二酸化炭素排出量） 

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 946,867 1,068,564 × 

廃棄物等総排出量および廃棄物最終処分量 

廃棄物等総排出量 ㎏ 283,109 291,472 × 

廃棄物等最終処分量 ㎏ 30,807 25,877 ○ 

水資源投入量 

水資源投入量（上水道） ㎥ 1,442 1,509 × 

化学物質の排出量・移動量 

化学物質の取扱量 ㎏ 174,838 179,432 × 

化学物質の排出量 ㎏ 13,062 13,560 × 

洗浄剤回収率 

洗浄剤の回収率 ％ 48.4 33.2 × 

※実績について電力の二酸化炭素排出係数は使用している東北電力の 2018 年度係数（0.523kg-co2/kwh）を採用。 

※評価については目標に対して実績が達成できた項目を「〇」、達成できていない項目を「×」で表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 



●全体的な状況 

 昨年度は休業により工場を停止する事が多い年でしたが、新型コロナウイルスの影響による休業を行う事はあ

りませんでした。 

 仕事量が戻ってきており残業が発生した事、稼働時間が増加した事が要因となり目標に対しての各実績値は

全体的に未達が多い結果となりました。 

 

●エネルギー投入量の削減 

 東根事業所の倉庫内水銀灯について、電球が切れた箇所から徐々に LED タイプに交換を実施している。 

 鮭川の倉庫搬入口エリアについて水銀灯を使用しないようにしているが、資材の表示が暗くて見えにくい 

 時がある為、LED 照明を取り付けした。 

 

         実施前                              実施後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●花いっぱい運動 

 例年と同様に実施する事ができました。 
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今期環境活動の取組結果の評価 
 

項 目 取組内容 評価 

二酸化炭

素排出量

の削減 

節 

電 

夏場の水銀灯不使用 ○ 

事務所室内温度、夏季 28℃・冬場２０℃空調とサーキ

ュレータとの併用で空調効率を上げる 
△ 

工場、東根事業所の照明をＬＥＤ照明へ切替え △ 

燃料使用

量削減 

省エネ機器への切り替え ○ 

工場内の適切な間仕切りの実施 ○ 

廃棄物等

総排出量

の削減 

ウレタン廃棄量の低減 ○ 

廃棄原料の低減 ○ 

離型剤の使用量削減による廃離型剤削減 ○ 

水 資 源 投

入 量 の 削

減 

定期的なメーター確認による漏水防止 ○ 

化学物質

の取扱

量・排出

量の削減 

洗浄剤（塩化メチレン）の代替品選定 × 

洗浄剤の回収率アップ △ 

環 境 保 全

意 識 の 向

上 

花いっぱい運動の継続 ○ 

※評価についての表し方 

取り組んだ結果目標を達成できた項目は「〇」 

取り組み・活動はしたものの、目標の未達またはやり切る事ができなかった項目は「△」 

取り組めなかった項目は「×」 
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来期の主要な環境活動計画の内容 
 

◆二酸化炭素排出量の削減 

  《節 電》 

○空調室内温度は、夏季２８℃、冬季２０℃に徹底し、扇風機やサーキュレーターとの併用で

空調効率を上げる 

○工場、東根事業所共に水銀灯・蛍光灯から LED 照明への切替に取り組む 

 

  《燃料使用量の削減》 

〇旧型の設備があれば省エネ機器への切替えを進める 

〇冷暖房効率 UP に繋がる適正な間仕切の実施 

 

◆廃棄物総排出量の削減 

○ウレタンの廃棄量を低減する活動を継続して実施 

○廃棄原料の低減に継続して取り組む 

○離型剤の使用量削減による活動を継続し、廃離型剤の削減に取り組む 

 

◆水資源投入量の削減 

○定期的なメーター確認により漏水防止 

 

◆化学物質取扱量・排出量の削減  

○洗浄剤（塩化メチレン）の代替品の選定 

○洗浄剤の回収率アップを目指す 

 

◆環境保全意識の向上 

○花いっぱい運動の継続 
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環境関連法規の遵守状況、訴訟の有無 
 山形県環境課より水濁法に関して現地確認を行われた際、特定施設に指定されているが、公害防

止管理者の選任が行われていないという指摘が過去（2020 年 1 月）にあり、選任すべく現在取得

に向けて取り組んでいる。また、2019 年度から 2021 年度の 3 年間においてその他行政からの指

導・指摘、近隣住民・近隣会社よりの苦情等は受けていません。また、関連法規への遵守状況に

ついては、2022 年 3 月 25 日に自社において遵守状況を確認した結果、上記 1 件の内容以外での

問題はありません。今後も遵法性の維持に取り組んでいきます。 

内  容 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

法規違反の有無 無し 1 件 1 件 

訴訟の有無 無し 無し 無し 

 

 

代表者による評価と見直し 
  

 ミドリ安全全社あげての SDGs への取り組み（プロジェクト）も活動している。 

 

その中での弊社としての取り組みを明確にして活動する様にして下さい。 

 

エネルギー高騰の中、節約に取り組む事！ 

 

 

 

 

 

 

以 上 
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